
今月の掲載記事
いつでも立ち寄れる病院を目指しています
子ども医療費を高校生相当まで完全無料化！
pick up information
TOPICS

特集
8 月は自治会加入強化月間です
地域のつながりを大切に
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自
治
会
は
、
私
た
ち
の
生
活
で
も
っ

と
も
身
近
な
組
織
で
す
。
よ
り
快
適
で

住
み
よ
い
環
境
に
す
る
た
め
に
、
一
人

一
人
が
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
考

え
、
地
域
で
協
力
し
合
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
安
全
な
地

域
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

自
治
会
へ
の
加
入
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
大
規
模
災
害
時
は
、
市
や
消
防
な

ど
の
「
公
助
」
で
は
対
応
し
き
れ
ず
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
で
行
う
「
共
助
」

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
、
頼
り
に
な
る
の
は
自
治
会
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
自
治
会
へ
の
加
入
率
を

高
め
、
地
域
住
民
が
安
心
安
全
に
暮
ら

せ
る
地
域
自
治
を
進
展
さ
せ
る
た
め

に
、
8
月
を
自
治
会
加
入
強
化
月
間
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
治
会

に
つ
い
て
知
り
、
地
域
の
一
員
と
し
て

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
参
加
し
、
自

分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
り
ま

し
ょ
う
。

　
日
頃
か
ら
、
自
治
会
の
交
流
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
地
域
の
絆
や
連
帯
感

を
高
め
ま
し
ょ
う
。
一
方
で
、
「
一
人

の
方
が
気
楽
」
と
い
う
人
も
大
勢
い
ま

す
。
世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
い
る

こ
と
を
認
め
合
い
、
「
深
い
関
わ
り
で

な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
顔
見
知
り
に

な
る
だ
け
で
も
十
分
で
す
」
と
、
お
互

い
に
無
理
の
な
い
関
係
を
築
き
ま
し
ょ

う
。

　
「
も
う
高
齢
だ
か
ら
、
自
治
会
活
動

に
協
力
で
き
な
い
」
、
「
も
う
役
が
で

き
な
い
か
ら
、
自
治
会
を
や
め
た
い
」

な
ど
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
心

や
体
の
調
子
、
将
来
の
こ
と
に
不
安
を

抱
え
る
人
も
増
え
て
き
ま
す
。
そ
ん
な

今
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
、
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
災
害
が
起
き
た
時
、
避
難

す
る
た
め
に
誰
か
の
助
け
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
族
が
近
く
に

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
人
同

士
の
支
え
合
い
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。
　

　
安
全
な
公
園
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
計

画
、
夜
道
を
照
ら
す
防
犯
灯
や
安
全
確
認

の
た
め
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望
な

ど
、
自
治
会
の
活
動
は
暮
ら
し
て
い
く
上

で
み
ん
な
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
に
と
っ
て
い
い
町
は
、
み
ん
な
に

と
っ
て
も
い
い
町
で
す
。
「
自
分
の
た

め
」
と
「
み
ん
な
の
た
め
」
が
重
な
る
と

こ
ろ
、
そ
れ
が
「
自
治
会
」
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
地
域
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
役
割
を
担
っ
て
き
た
人
た
ち
に
と
っ

て
、
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
が
歯
が
ゆ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
役
目

か
ら
離
れ
て
も
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
「
知
っ
て
い
る
人
」
の
存

在
は
大
き
な
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
日
頃
の
さ
さ
や
か
な
ご
近
所
付
き
合

い
は
、
「
自
分
の
た
め
」
で
も
あ
り

「
み
ん
な
の
た
め
」
で
も
あ
る
の
で

す
。
共
に
過
ご
し
、
見
守
り
合
う
ま
ち

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※自分の居住する地区の自治会長の連絡先などが分からないときは、
　市民協働課にお問い合わせください。
※転入・転居届を提出した場合は、市役所窓口で自治会加入申込書を
　配布します。

※申込書は市役所窓口で配布しているほか、
　市ホームページからダウンロードできます。

※申請後、市がお住まいの地区の自治会長に
　連絡します。その後、自治会長から加入の
　手続きについて直接連絡があります。
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市や各種団体からのお知らせなど、回覧文書を配
布し地域情報を提供しています

交通事故防止のために地域内のカーブミラーの清
掃を行いました（末永自治会）

地域情報の回覧など、皆さんの
生活に必要な情報を提供してい
ます。

カーブミラー設置の申請や
通学路・生活道路での交通
安全指導を行っています。

　
自
治
会
で
は
、
住
み
よ
い
環
境
、
子

ど
も
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
課
題
に
つ
い
て
、
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
郷
土
芸
能
・
祭
事
な
ど
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
や
触
れ
合
い
、
交
流
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
治
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

主
な
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

地震・水害・火災等の災害に対処するための自
主防災組織を設置したり、災害等に見舞われた
ときには、お互いに助け合ったりしています。ま
た、一人暮らしの人の見守り活動もしています。

防災訓練でえびの消防署から AED の使い方など
を教わり、実際に体験しました（前松原自治会）

行政との意思疎通を図るために情報連絡会議を毎
月開催しています（行政協力員会議）

伝統行事である祇園祭で演芸大会を開催。会場は
大いに盛り上がりました（駅前自治会）

市民協働課 市民協働係 ☎ 35-1118（直通）

夜道を安心して歩けるよう、防犯灯の設置・維
持管理をしています。また、見回り活動など、
犯罪のない安心して暮らせる地域づくりに取り
組んでいます。

ごみステーションの設置と維持管理、道路や
側溝、地域の広場・公園の清掃
など、環境美化活動を行って
います。

自治会加入者で道路の一斉清掃を行い、環境美化
に努めています（上島内自治会）

自治会加入者の要望をもとに、安全のため防犯灯
を設置しました（中原田自治会）

まちづくり協議会、子ども会育成会、高齢者
クラブ、郷土芸能保存会など、地域団体の育
成 ・協力に努めています。

行政と自治会が、それぞれの役割を確認し、
自治会だけでは解決できない地域の課題につ
いて、行政と共有して、協働で解決していきま
す。
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地
域
医
療
を
担
う
公
立
病
院
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
来

院
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
け
が
や
病
気
で
動
き
づ
ら
く
な
っ

た
体
を
、
も
う
一
度
元
気
に
動
か
す

訓
練
が
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
患
者
さ
ん

一
人
一
人
に
合
わ
せ
て
、
心
と
体
の

元
気
を
取
り
戻
す
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
一
般
内
科
・
精
神
科
で
は
、
生
活

習
慣
病
や
精
神
的
な
症
状
（
不
眠
や

痛
み
・
し
び
れ
等
）
な
ど
の
心
や
体

の
不
調
の
改
善
を
目
指
し
、
皆
さ
ん

の
健
康
維
持
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
外
来
診
療
は
、
職
場
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
、
長
寿
健
診
な
ど
の
健
康
診

断
や
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の

各
種
予
防
接
種
の
充
実
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　
病
棟
で
は
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し

て
自
宅
や
地
域
で
療
養
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
多
職
種
で
連
携
し
て
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
会
議
）
を
行
い
、

入
院
患
者
の
自
宅
や
施
設
へ
の
在
宅

復
帰
支
援
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　
え
び
の
市
立
病
院
で
は
、
4
月
1
日

か
ら
、
診
療
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
た
め
、
新
た
に
非
常
勤
医
師
を
2

人
迎
え
ま
し
た
。
各
分
野
の
専
門
性
を

持
っ
た
医
師
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
日
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
常
勤
医
師

4
人
で
外
来
診
察
を
行
い
、
週
や
月
ご

と
の
非
常
勤
で
、
7
人
の
専
門
医
が
そ

れ
ぞ
れ
の
診
療
科
で
外
来
診
療
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
連
携
室
を
軸

に
、
総
合
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
も
連

携
し
、
患
者
さ
ん
の
紹
介
・
受
け
入
れ

を
積
極
的
に
行
い
、
県
境
に
位
置
す
る

え
び
の
市
の
強
み
を
生
か
し
、
他
県
の

医
療
機
関
と
の
連
携
も
強
化
し
て
い
ま

す
。

　
市
立
病
院
は
、
「
体
調
が
悪
く
な
っ

て
か
ら
行
く
と
こ
ろ
」
で
は
な
く
、

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
」
、
「
相
談
し

た
い
」
な
ど
、
い
つ
で
も
立
ち
寄
れ
る

よ
う
な
「
身
近
で
頼
れ
る
」
地
域
に
根

ざ
し
た
病
院
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

じゅ ろう

ほ
う 

し
ん

診療科目 医師 診察日
　外科 　森藤 秀美 医師 　毎月第 1・4・5 月曜日
　循環器内科 　堀添 善尚 医師 　毎週金曜日
　泌尿器科 　今園 義治 医師 　毎月第 1木曜日（午後）
　総合内科 　有留 大海 医師 　毎月第 3 火曜日（午前）
　循環器内科 　北園 和成 医師 　毎月第 3 水曜日
　内科・腎臓内科 　兒玉 圭子 医師 　毎週火曜日、木曜日
　内科・呼吸器内科 　富山 由美子 医師 　毎週火曜日～木曜日

4月から、市立病院の薬剤師が
2人体制になりました。お薬の
提供時間の短縮と薬剤指導の
充実を図っていきます。お薬の
ことで困ったら、いつでもご相
談ください。 野瀨 侑里奈 薬剤師

市立病院 ☎ 33-1023

大窪 由紀子 薬剤長

よし ひさ

ひ ろ み

※変更・休診の場合もありますので、市立病院にお問い合わせください。
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えびの市に住民登録があり健康保険に加入している
子ども

※生活保護制度などの国や県、または市が医療費の全額を負担する
　子どもは対象外です。

● コンビニ受診（緊急性のない軽症で、休日や時間外に救急外来を受診することなど）は控えましょう。
● 新薬と同等の効き目で価格の安いジェネリック医薬品の利用をお願いします。
● 何かあったらすぐに受診や相談ができる「かかりつけ医」を持ちましょう。受診歴から病状を迅速に判断しやすくな
　 ります。

● 住所や氏名、健康保険情報が変わったときは、市こども課子育て支援係に必ず届け出てください。
● 高額な医療費が見込まれる時は、加入している健康保険で限度額適用認定証の手続きをしてください。
● 県外の医療機関などで受給資格証は使用できませんが、助成の対象になります。一旦、一部負担金を支払い、後日、
　 市役所や出張所で償還払いの手続きをしてください。手続きの際は、領収書や診療明細書、口座情報が分かるもの、
　 印鑑を忘れずにお持ちください。※受診した翌月から１年以内に申請してください。

● 子ども医療費助成に関する手続きの一部を市ホームページで電子申請することができます。

● 新たに対象になった人には、薄紫色 
　 の受給資格証を交付します。
● 現在、オレンジ色の有効期限内受給
　 資格証を持っている人には、有効期
　 限を延長した薄紫色の受給資格証を
　 郵送しています。
● オレンジ色の受給資格証は、すでに
　 使用期限切れのため、処分してくだ
　  さい。保険診療による入院・通院の一部負担金

（医科、歯科、薬局、柔整、訪問看護、はり・きゅうなど）

市こども課　子育て支援係　☎35-3738（直通）お問い合わせ

対象者対象者

対象になる医療費対象になる医療費

こんな時は届け出・申請をこんな時は届け出・申請を

適正受診をお願いします適正受診をお願いします

新しい受給資格証新しい受給資格証

（18歳到達年度の3月31日まで）

健
　
康

資
格
確
認
書
等
が
一
斉
に
更
新
さ
れ
ま
す

（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
）

　

8
月
1
日
か
ら
、「
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）」
と
「
後
期
高
齢
者
医
療
」
の

保
険
証
が
、
資
格
確
認
書
、
ま
た
は
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
（
国
保
の
み
）
に

変
わ
り
ま
す
。
加
入
者
に
は
、
7
月
中

に
郵
送
し
ま
す
。

　

新
し
い
資
格
確
認
書
等
の
有
効
期
間

は
、
令
和
8
年
7
月
31
日
ま
で
の
1
年

間
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

　

国
保
加
入
者
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

保
有
の
有
無
に
よ
っ
て
、
交
付
さ
れ
る

内
容
が
異
な
り
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
】

資
格
確
認
書
（
ク
リ
ー
ム
色
）
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
】

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

※
学
生
用
の
資
格
確
認
書
、
ま
た
は
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
持
っ
て
い
る
人

は
除
き
ま
す
。

　

届
い
た
資
格
確
認
書
、
ま
た
は
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
の
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
等
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
市

健
康
保
険
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
保
の
喪
失
手
続
き
】

　

国
保
加
入
者
が
社
会
保
険
に
加
入
し

た
場
合
（
被
扶
養
者
も
含
む
）
は
、
国

保
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

［
手
続
き
に
必
要
な
も
の
］

・
国
保
の
資
格
確
認
書

・
職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
資
格
確
認
書

ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

・
世
帯
主
お
よ
び
社
会
保
険
等
に
加
入
し

た
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

・
手
続
き
す
る
人
の
身
分
証
明
書

■
後
期
高
齢
者
医
療

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
は
、

資
格
確
認
書
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
※
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
被
保
険
者
全
員

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
限
度
額
認
定
証
】

　

限
度
額
認
定
証
は
、
認
定
証
と
し
て

の
交
付
が
な
く
な
り
、
資
格
確
認
書
に

限
度
区
分
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
す
で
に

認
定
証
を
交
付
済
み
の
人
に
は
、
限
度

区
分
が
記
載
さ
れ
た
資
格
確
認
書
を
交

付
し
ま
す
。

　

限
度
区
分
が
空
白
の
人
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。
市
健
康
保
険
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
※
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で

限
度
区
分
が
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
健
康
保
険
課 
医
療
保
険
係
　
☎
35
‐
3
7
4
2
（
直
通
）

後期高齢者医療資格確認書

国民健康保険資格確認書
（マイナ保険証を持っていない人）

資格情報のお知らせ
（マイナ保険証を持っている人）

●マイナンバーカードのマイナ保険証としての利用登録方法
　次の①～④のいずれかの方法で登録できます。
①医療機関や薬局の受け付け（カードリーダー）で行う 
②マイナポータル（https://myna.go.jp/）から行う
③セブン銀行 ATM から行う 　　　④市健康保険課窓口（カードリーダー）で行う

＜後期高齢者医療＞ ＜国民健康保険＞
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味
の
素
冷
凍
食
品
株
式
会
社

地
域
連
携
に
よ
る
資
源
循
環
ス
キ
ー
ム

農
　
業

問
市
畜
産
農
政
課  

農
産
園
芸
係
　
☎
35
‐
1
6
5
0
（
直
通
）

　

5
月
20
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

味
の
素
冷
凍
食
品
株
式
会
社
と
え
び
の

市
内
の
企
業
・
農
家
が
連
携
し
た「
地

域
連
携
に
よ
る
資
源
循
環
ス
キ
ー
ム
」

の
構
築
に
関
す
る
共
同
記
者
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
味
の
素
冷
凍
食

品
株
式
会
社
九
州
工
場
で
出
た
食
品
の

残
り
か
す
を
え
び
の
市
内
で
飼
料
・
堆

肥
化
し
、
そ
の
肥
料
で
育
て
た
野
菜
を

同
工
場
で
使
用
す
る
資
源
循
環
型
の
ス

キ
ー
ム
で
す
。

　

同
工
場
か
ら
製
造
工
程
で
発
生
し
た

動
植
物
性
の
残
り
か
す
を
有
限
会
社
レ

ク
ス
ト
の
養
豚
用
の
飼
料
と
し
て
利
用

し
、
排
出
さ
れ
る
家
畜
排
せ
つ
物
の
堆

肥
化
に
よ
っ
て
良
質
な
肥
料
を
製
造
し

ま
す
。

　

そ
の
肥
料
を
株
式
会
社
立
久
井
農
園

と
サ
ン
ロ
ー
ド
出
荷
組
合（
国
富
町
）に

供
給
し
、
味
の
素
ギ
ョ
ー
ザ
の
主
要
原

材
料
で
あ
る
キ
ャ
ベ
ツ
と
ニ
ラ
を
生
産

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

株
式
会
社
立
久
井
農
園
が
生
産
し
た

キ
ャ
ベ
ツ
は
、
5
月
に
収
穫
さ
れ
た
分

か
ら「
味
の
素
ギ
ョ
ー
ザ
」に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
製
品
で
使
用
す
る
キ
ャ

ベ
ツ
の
7
%
を
同
ス
キ
ー
ム
で
調
達
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
食
品
を
製
造
す
る
企

業
と
市
内
の
畜
産
業
・
野
菜
農
家
が
連

携
し
た
取
り
組
み
は
、
環
境
負
荷
を
低

減
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢

献
で
き
る
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
共
同
記
者
発
表
と
併
せ

て
、「
味
の
素
ギ
ョ
ー
ザ
」の
焼
き
体
験

な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

資源循環スキームに取り組む関係者で共同記者発表

防
災
相
談
員
委
嘱
式

防
　
災

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課  

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

　

6
月
20
日
、
市
役
所
で「
防
災
相
談

員
委
嘱
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
相
談
員
は
、
平
成
15
年
4
月
に

市
、
宮
崎
県
隊
友
会
、
陸
上
自
衛
隊
第

24
普
通
科
連
隊
の
三
者
に
よ
る「
え
び

の
市
防
災
相
談
員
の
委
嘱
に
関
す
る
協

定
」締
結
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
宮
崎

県
隊
友
会
長
お
よ
び
陸
上
自
衛
隊
第
24

普
通
科
連
隊
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
市
在

住
の
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
に
、
2
年
を
任
期
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
員
は
、専
門
知
識
を
生
か
し
て
、

大
規
模
災
害
発
生
時
の
災
害
対
策
本
部

の
設
置
・
運
営
や
市
が
行
う
各
種
防
災

訓
練
等
に
参
加
し
て
、
支
援
や
助
言
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

今
回
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
有
村
一

久
さ
ん（
南
原
田
）、赤
松
勝か

つ
や哉
さ
ん（
永

山
）、
入
江
哲
志
さ
ん（
西
上
江
）で
す
。

任
期
は
、
令
和
7
年
6
月
1
日
か
ら
令

和
9
年
5
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

委
嘱
式
に
は
、
宮
崎
県
隊
友
会
の
米

満
義
人
会
長
と
陸
上
自
衛
隊
第
24
普
通

科
連
隊
の
大
江
良
治
連
隊
長
も
出
席
し

ま
し
た
。

委嘱状を受け取る赤松さん

入江さん、赤松さん、有村さん（左 3 番目から）

人
　
権

問 8
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間
で
す

市
総
務
課 

人
権
啓
発
室
　
☎
48
‐
0
3
5
1
（
直
通
）

　

宮
崎
県
で
は
、
夏
休
み
な
ど
で
家
族

や
友
人
が
集
い
交
流
す
る
8
月
を
「
人

権
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、
人
権
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

集
中
的
に
行
い
ま
す
。
市
も
同
様
に
、

8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
人
権
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
の
提
供
と
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

■
夏
休
み
子
ど
も
向
け
ア
ニ
メ
「
ふ
れ

あ
い
映
画
祭
」

【
開
催
日
】
8
月
17
日
（
日
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

【
作
品
】「
ア
ニ
メ
多
様
性
の
芽
を
は
ぐ

く
む
①
人
種
・
国
籍
」（
時
間
：
12
分
）、

「
パ
ウ
・
パ
ト
ロ
ー
ル　

ザ
・
マ
イ
テ
ィ
・

ム
ー
ビ
ー
」（
時
間
：
1
時
間
29
分
）

【
入
場
料
】
無
料

■
人
権
セ
ミ
ナ
ー

【
第
１
回
】「
同
和
問
題
」

［
開
催
日
］
7
月
30
日
（
水
）

［
講
師
］
熊
本
県
玉
名
市
立
横
島
小
学

校
長 

森
山
資ま

さ
の
り典

氏

【
第
２
回
】「
戦
争
と
平
和
」

［
開
催
日
］
8
月
26
日
（
火
）

［
講
師
］
ホ
タ
ル
館
富
屋
食
堂
館
長
・

知
覧
茶
屋
店
長 

鳥
濱
拳け

ん
た大
氏

【
第
３
回
】「
身
近
な
人
権
」

［
開
催
日
］
9
月
26
日
（
金
）

［
講
師
］
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
ト
レ
ー
ナ
ー 

元
小
学
校
長 
福
留

健
一
氏

【
時
間
】
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

【
場
所
】
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
研
修
室

【
申
込
先
】
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

■
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

【
開
催
日
】
9
月
6
日
（
土
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～

【
場
所
】
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

【
講
師
】
小
林
さ
や
か
氏
（
映
画
「
ビ

リ
ギ
ャ
ル
」
の
主
人
公
モ
デ
ル
）

※
詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●相談窓口
【特設人権相談所】
［相談日］毎月第 1 水曜
［時間］午前 10 時～午後 3 時
［場所］市役所本庁 1-1 会議室
【えびの市女性相談所】
［相談日］毎週月曜～金曜（面接は要予約）
［時間］午前 9 時～午後 4 時 ※祝日・年末年始

を除く
［場所］市役所内
［フリーダイヤル］0120-123-693（無料）

※男性相談日：毎月第 1・第 3 水曜（面接は要
予約）

え
び
の
時
空
散
走

飯
野
地
区
マ
ッ
プ
完
成

観
　
光

問
市
観
光
商
工
課  

観
光
係
　
☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

　

6
月
23
日
、
市
役
所
で
、
え
び
の
時

空
散
走
の
飯
野
地
区
マ
ッ
プ
完
成
に
伴

い
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ
き
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
山
森
達
也

さ
ん
と
林
田
古
都
里
さ
ん
、
ゲ
ス
ト
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
陸
奥
賢さ

と
しさ

ん
が
、
市
長

に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
時
空
散
走
と
は
、
え
び
の
市

に
お
い
て
、
吉
都
線
各
駅
を
起
点
と
し

て
、
史
跡
、
伝
承
、
逸
話
を
め
ぐ
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ

は
、
伝
え
残
し
た
い
伝
承
・
伝
説
を
掘

り
起
こ
す
こ
と
や
地
域
資
源
の
見
え
る

化
を
目
的
に
、
宮
崎
県
と
ア
ー
ツ
カ
ウ

ン
シ
ル
み
や
ざ
き
（
宮
崎
県
芸
術
文
化

協
会
）
が
、
令
和
6
年
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
7
年
度
末
ま
で
に
、
え
び

の
上
江
駅
、
え
び
の
駅
、
え
び
の
京
町

温
泉
駅
を
中
心
と
し
た
マ
ッ
プ
も
完
成

す
る
予
定
で
す
。

　

10
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）
に
は
、

道
の
駅
え
び
の
を
起
点
と
し
た
東
コ
ー

ス
と
西
コ
ー
ス
を
自
転
車
で
巡
る
「
え

び
の
時
空
散
走
ツ
ア
ー
」
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

えびの時空散走マップを作成した皆さん

完成した「えびの時空散走 - 飯野地区マップ -」
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会社概要

事業所概要 働く人の声

家庭教育学級通信

企業ウォッチング

市内事業所のPR

広報 令和7年7月号 12

市では、市内の事業所情報を市民に提供し地元企業の

認知度を高め、市内事業所への就業先選択の拡大を図

るために、掲載を希望する事業所の募集を行い、広報え

びので紹介しています。詳しくは市観光商工課商工係

までお問い合わせください。

市観光商工課 商工係　☎35-3728

西日本高速道路パトロール九州株式会社 えびの交通管理隊

　西日本高速道路パトロール九州株式会社えびの交通管理隊は、「リス
クマネジメントを徹底し、交通管理隊によるパトロール等を通じて、お客
さまに安全・安心で快適な高速道路空間を提供することにより、お客さま
満足の向上と地域社会の発展に貢献します」を経営理念に、高速道路の
維持・管理業務を行っています。
　主に高速道路のえびの～栗野間、えびの JCT ～高原間の異常事象（事
故・故障・落下物）に対して、車線規制や落下物の排除などの緊急対応を
行い、二次・三次事故を防いでいます。また、2人1組で、365日24時間巡
回を行い、高速道路利用者の安全・安心を守っています。
　緊急自動車指定の車両を運転するため、普通自動車運転免許取得か
ら2年以上の期間が必要です。シフト制（日勤・夜勤の2交代）で、時間外
勤務が発生することも少なく、オンオフがしっかりとできているため、プ
ライベートも充実させることができます。

365日24時間、交代でパトロールをしています

高速道路内の落下物を排除し安全を守っています

公共性の高い仕事をしたいと思い就職しまし
た。現在6年目で、交通管理や会社の車両管理
を行っています。事故や故障などに慣れないこ
ともありましたが、場数を踏むことで対応でき
るようになりました。今後は勉強会、関係機関
との技能交流会（通行車両の誘導の指導）など
で、発言する力を身に付けていきたいです。

VOL.36

　岡元小学校では、PTA 会員全
員が家庭教育学級生としてさま
ざまな活動に取り組んでいます。
　「楽しく充実した家庭教育学級
を運営することにより、個々の家
庭力を高め、やるなら楽しく」と
いう岡元小家庭教育学級の目標
のもと、学級生が一致団結して、
実りのある活動を目指していこう
と考えています。
　令和6年度は、6月に「救急救
命講習」、10月にスクールカウン
セラーの先生を招いて「親子マ
ネジメント教室」を開催しました。

　11月には、知見を広げるため、
鹿児島県の防災研修センターを
訪れ、視察研修を実施しました。
また、親子で触れ合いながら「ク
リスマスらんたんづくり」も行い
ました。
　12月には、真幸小学校、真幸
中学校、岡元小学校の3校合同
で、人権学習として専門家を招
き「人権講演会」などを開催しま
した。
　令和7年度も、昨年度の反省
を生かして、実りある家庭教育学
級にしていきます。

所在地 えびの市大字永山 694 番地（本社：福岡
県福岡市博多区春町 2 丁目 1 番 5 号）

事業内容 高速道路の維持・管理に関する業務

開設 平成 19 年 2 月

従業員 11 人（えびの出身者：0 人）

電話番号 35-2477
福留 剛

つよし
さん

親子マネジメント教室

人権講演会

公営塾成銘館開講式

6

17 飯野小・高連携お米学習教室
歩っサルコー（SALKO）事業第1弾
ウォーキング教室

交通安全旗贈呈式

6

17
6

6

20

11

　飯野高校で、公営塾成銘館の 1 年生の開講
式が行われました。同塾は、市の支援のもと、
飯野高校生が進学や就職の希望を実現するため
に、外部講師などによる英語、数学の課外授業
を行うもので、授業料は無料です。
　同式には、令和 7 年度の入塾希望者 24 人が
参加しました。受講生を代表して、坂元柚

ゆ な
那さ

んが、「日々成長し自分の可能性を広げられる
よう頑張ります」と抱負を述べました。

　飯野小学校の児童と飯野高校の生徒が、飯野
高校前の水田で「お米学習教室」を行いました。
同小 5 年生 51 人、同校生活文化科 1 年生 22
人が参加し、JA みやざきえびの市地区本部の
青年部と女性部の指導のもと、田植えが行われ
ました。
　同小の川畑和

わ こ
心さんは、「初めての田植えで

したが、みんなで足が抜けないとわちゃわちゃ
しながらできて楽しかったです」と話しました。

　市内 4 地区でウォーキング教室が行われま
した。これは、正しい歩き方などを学習し、運
動習慣のきっかけづくりにしてもらおうと行わ
れたものです。教室には 88 人が参加しました。
　教室では、宮崎県健康づくり協会から健康運
動指導士の田口和歌子さんを講師に招き、準備
運動や正しい歩き方、スロージョギングの方法
などを学びました。10 月 26 日には、第 2 弾と
して青空ウォーキング教室が実施されます。

　宮崎ライオンズクラブの清水洋三会長ら 5
人が市長を訪問し、市に交通安全旗 30 本を贈
呈しました。これは、同クラブ設立 65 周年を
迎えるに当たって、チャリティー活動の収益金
を交通安全維持に役立てようと寄贈したもので
す。
　同クラブの清水会長は、「けがや交通事故の
ない世の中が当たり前になってほしいです」と
話していました。

将来の夢を実現するための糧に

「知っている」から「できる」に正しい歩き方などを学習

交通安全維持のために
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6
Beauty Japan 宮崎大会出場報告

6

上江地区コミュニティセンター
川魚展示水槽設置

6
知事との本音トーク

6

20

社会を明るくする運動24

24

24

　三味線・サックス奏者の天地綺
あ や の

音さん（上大
河平）が、「Beauty Japan 宮崎大会」のファイ
ナリストに選出され、大会に出場することを市
長に報告しました。同大会は、美しく社会貢献
をする女性を発掘することを目的に行われてい
るものです。同大会にえびの市から出場するの
は初めてです。
　8 月 10 日に行われる大会のファイナリスト
13 人のうち上位 5 人が日本大会に出場します。

　えびの地区保護司会の 3 人とえびの地区更生
保護女性会の 7 人が市長を訪問しました。え
びの地区保護司会の岩尾昭文会長が、内閣総理
大臣の「社会を明るくする運動」のメッセージ
を代読しました。
　社会を明るくする運動は、罪を犯した人たち
の更生について理解を深め、犯罪のない地域社
会を築こうとする全国的な運動で、今年で 75
回目となります。

　上江地区コミュニティセンターに川魚展示水
槽が設置されました。これは、ドンコやカワム
ツなどの川内川の淡水魚を目の前で楽しんでも
らおうと、上江まちづくり協議会が設置したも
のです。この日は、上江認定こども園の園児た
ちが訪れ、きれいな魚たちに見入っていました。
　同協議会の園田 毅

たけし
会長は、「上江小・中学校

の校歌の中にも出てくる川内川の恵みと触れ
合ってほしいです」と話しました。

　飯野地区コミュニティセンターで「知事との本音
トーク」が実施されました。これは、県民と意見交
換を行い、「対話と協働」による県政を推進してい
くことを目的に宮崎県が実施したものです。
　飯野中学校の生徒や各団体から市民9人が参加し、
河野俊嗣知事から「宮崎県の課題と強み」について
説明がありました。また、「えびの市の将来像・魅力」
をテーマに意見交換会が行われ、各分野からみたえ
びの市の魅力や課題を参加者で共有しました。

自分と向き合うきっかけに犯罪のない明るい社会を

自然と触れ合う機会を創出 対話と協働による県政を推進

不審者対応避難訓練

6

24 第19回全九州トランポリン競技選手
権大会入賞報告

東京2025デフリンピック
キャラバンカー表敬訪問

父の日牛乳贈呈

6

26
6

6

27

24

　飯野小学校で全校児童を対象に「不審者対応
避難訓練」が行われました。これは、不審者が
侵入したときの対策を児童と職員が一緒になっ
て考えるために行われたものです。
　訓練は、隣の教室に不審者が侵入したことを
想定し、児童たちが不審者から遠いドアから逃
げるなどの対策を考え、実際に行動しました。
　訓練後、講師の NPO 法人ハートムの初鹿野
聡

さとし
理事長とともに振り返りを行いました。

　いいの夢クラブの境田葵さん（真幸小 6 年）
が、全九州トランポリン競技選手権大会小学生
高学年女子の部で 3 位に入賞したことを市長
に報告しました。大会は、4 月 4 日から 6 日に
かけて、沖縄県で行われました。
　境田さんは、「緊張したけど、3 位に入賞す
ることができてうれしかったです。これからも
メダルを取れるように頑張りたいです」と話し
ていました。

　社会福祉法人宮崎県聴覚障害者協会の堀口
靖
やすゆき

之理事長と手話サークルえびの会の代表者ら
が、副市長を表敬訪問しました。これは、11
月に開催される「東京 2025 デフリンピック」
の開催を周知・広報するとともに、デフスポー
ツの気運醸成を図るため行われたものです。
　デフリンピックは、国際的な「きこえない・
きこえにくい人」のためのオリンピックで、最
初の大会開催から、今年で 100 周年を迎えます。

　えびの市酪農青年女性部の代表 2 人が市長に
牛乳を贈り、牛乳消費拡大の PR を行いました。
全国の酪農青年女性組織では、父の日の定番の
贈答品として牛乳を定着させようと「父の日に
牛乳を贈ろうキャンペーン」を行っています。
　同部の石ケ野 雅

まさし
部長は、「いつも牛乳を飲ん

でいただきありがとうございます。これからも
たくさん飲んでもらえるとうれしいです」と話
していました。

考えることで次につながる

九州大会での入賞を報告デフスポーツの認知度向上を図る

父の日に合わせて牛乳を PR



夏
は
室
内
運
動
で
体
力
維
持
を

　

こ
こ
数
年
、
夏
に
記
録
的
な
猛
暑

が
続
き
、
日
中
は
不
要
な
外
出
を
控

え
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。室
内

な
ど
の
涼
し
い
場
所
は
快
適
で
す
が
、

長
時
間
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
場
所
に

い
る
と
体
が
冷
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、「
血
液
の
循
環
が
悪
く

な
る
」、「
外
気
温
と
の
差
で
自
律
神

経
が
乱
れ
る
」
な
ど
、
不
調
を
き
た

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、
運

動
不
足
に
よ
り
筋
肉
量
が
落
ち
る
こ

と
で
基
礎
代
謝
が
低
下
し
、
体
力
も

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

い
で
す
。ま
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
よ

う
に
全
身
の
関
節
の
柔
軟
性
を
保
つ

運
動
や
足
踏
み
運
動
も
お
す
す
め
で

す
。冷
房
の
効
い
た
涼
し
い
室
内
で
、

無
理
な
く
楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
の
夏
の
暑
さ
は
、
室
内
で
冷

房
を
か
け
て
い
て
も
命
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。運
動
す
る
時
は
、
室
内
で

も
水
分
補
給
を
小
ま
め
に
行
い
、
体

調
に
注
意
し
、
自
分
に
合
っ
た
適
度

な
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
暑
い
夏
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

文：市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係

　

運
動
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
暑
い

夏
は
熱
中
症
の
危
険
が
伴
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
猛
暑
日
に
は
、
涼
し
い
室

内
で
で
き
る
運
動
を
取
り
入
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。筋
肉
に
負
荷
を
か
け
る

動
作
を
繰
り
返
し
行
う
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
運
動
（
い
わ
ゆ
る
筋
ト
レ
）
な
ら
、

場
所
を
取
ら
な
い
た
め
、
自
宅
で
も

で
き
ま
す
。下
半
身
を
鍛
え
る
ス
ク

ワ
ッ
ト
や
上
半
身
を
鍛
え
る
腕
立
て

伏
せ
な
ど
、
器
具
を
必
要
と
せ
ず
自

分
の
体
重
で
で
き
る
運
動
は
、
運
動

習
慣
が
な
い
人
で
も
取
り
組
み
や
す

り
の
警
察
署
に
連
絡
し
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

今
回
は
国
民
年
金
機
構
で
し
た
が
、

「
税
務
署
」、「
警
察
署
」、「
銀
行
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
ま
す
。か
か
っ
て
き
た
電
話
に
折

り
返
す
の
で
は
な
く
、
各
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
正
式
な
問
い
合

わ
せ
窓
口
を
調
べ
て
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。

　

少
し
で
も
不
安
・
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、
全
国
共
通
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
）」
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

文：市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

近
年
、
国
民
年
金
機
構
や
年
金
事

務
所
の
職
員
を
名
乗
り
、「
書
類
の

提
出
確
認
が
取
れ
な
い
た
め
、
手
続

き
し
な
い
と
年
金
の
支
給
が
止
ま

る
」
な
ど
と
音
声
を
流
し
、
折
り
返

し
の
電
話
を
指
示
し
、
個
人
情
報
を

聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
な
電
話
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
の
他
に
も
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
と
称
し
て
、家
族
構
成
・

預
貯
金
残
高
・
口
座
番
号
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
番
号
等
の
個
人
情
報
を
回
答
さ
せ

る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所
の

職
員
が
、「
自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
使
用
し
連
絡
す
る
」、「
口
座
番
号

等
の
個
人
情
報
を
聞
く
」、「
銀
行
振

込
や
A
T
M
操
作
を
案
内
す
る
」
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

疑
う
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
日

本
以
外
で
使
わ
れ
て
い
る
電
話
番
号

か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
、
相
手

が
名
前
を
名
乗
ら
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

も
し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
場
合
、
国
民
年
金
機
構
や
最
寄

国
民
年
金
機
構
の
な
り
す
ま
し
に
注
意

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

「
暑
熱
順
化
」
で
夏
バ
テ
対
策

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

6月の交通事故
発生状況

人　身 0件
物　件 21件

本年累計 8件
本年累計 156件

6月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 0件
救　急 82件

本年累計 6件
本年累計 517件

　

熱
中
症
に
よ
る
事
故
は
、
急
に
暑

く
な
っ
た
と
き
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。夏
の
初
め
や
合
宿
の
初
日
、

夏
以
外
で
も
急
に
気
温
が
高
く
な
っ

た
場
合
、
熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。ま
た
、
同
じ
気
温
で
も
、

湿
度
が
高
い
と
き
は
熱
中
症
の
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。暑
さ
に
慣
れ
る

ま
で
の
数
日
間
は
無
理
を
せ
ず
、
軽

い
短
時
間
の
運
動
か
ら
徐
々
に
運
動

強
度
や
運
動
量
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。夏
の
時
期
は
、
屋
内
な
ど

の
涼
し
い
場
所
で
運
動
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

人
は
体
を
動
か
す
と
体
内
で
熱
が

作
ら
れ
、
体
温
が
上
昇
し
ま
す
。体

温
が
上
が
っ
た
と
き
は
、
発
汗
に
よ

る
気
化
熱
や
心
拍
数
の
上
昇
な
ど
に

よ
っ
て
体
の
表
面
か
ら
空
気
中
に
熱

を
逃
が
し
、
体
温
を
調
節
し
て
い
ま

す
。暑
く
な
り
始
め
の
時
期
か
ら
適

度
な
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
体
が
気

温
に
応
じ
て
体
温
を
調
節
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
次
第
に
暑
さ
に
慣
れ

て
い
き
ま
す
。こ
れ
を
「
暑し

ょ
ね
つ
じ
ゅ
ん
か

熱
順
化
」

と
い
い
ま
す
。暑
熱
順
化
が
進
む
と
、

低
い
体
温
で
も
汗
を
か
き
や
す
く
な

り
、
皮
膚
の
血
流
も
上
が
っ
て
、
体

か
ら
熱
を
放
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

体
を
暑
さ
に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
に

は
、
適
度
に
汗
を
か
く
こ
と
が
大
切

で
す
。１
日
30
分
を
目
安
に
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
軽
く
汗
を
か
く
運

動
を
数
日
か
ら
２
週
間
程
度
行
い
ま

し
ょ
う
。日
常
生
活
の
中
で
は
、
で

き
る
だ
け
階
段
を
使
っ
た
り
、
入
浴

の
際
に
湯
船
に
つ
か
っ
た
り
す
る
こ

と
も
暑
熱
順
化
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

暑
さ
に
強
い
体
づ
く
り
を
し
て
、

元
気
に
夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

文：市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

警察官をかたった特殊詐欺が発生

水の事故を防ぐために

　 水 遊 び は 楽しみ がある反 面、水 難 事 故を引き
起こし、その 約 半 数 が 死 亡 事 故 に つ な がる危 険
性 も持ち 合 わ せ ています。注 意して安 全 に 楽し
く水 遊 びを行 いましょう。

【 危 険 箇 所 の 把 握 】転 落 の 恐 れ が ある 場 所、流
れ の 速 い 場 所、深 み などを確 認 する

【状 況 判 断】急 激 な 雨 が 降ってきたときや 飲 酒・
寝 不 足 時 の 入 水 は 控える

【安 全 確 保 用 具 の 確 認】ライフジャケットや ペッ
ト ボト ル、ロ ー プ など、有 事 の 際 に 使 用 で きる
ものを準 備 する

【 保 護 者 などの 付 き 添 い 】子どもだ けで の 遊 泳
や 泳 げ な い 子どもが いるときは目を離さな い

　 4月に、他 県 の 警 察 官をかたる男から「あなた
名 義のクレジットカードを押 収した、あなたを逮
捕しな い た め に は、お 金 を 払ってもらう必 要 が
る」などと言 わ れ 、さらに、偽 物 の 逮 捕 状 や 警 察
手 帳 の 画 像を見 せられて、電 話 の 相 手 が 本 物 の
警 察 官 だと信じてしま い、男 から言 わ れる が ま
ま、現 金 を 振り込 むという特 殊 詐 欺 事 件 が 発 生
しました。
　 警 察 官 が お 金を要 求 することは 絶 対 にありま
せん。

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t
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【お問い合わせ】 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
詩

■
俳
句

感
謝

伊
地
知
恵
子

今
年
は
田
植
え
も
早
々
と
終
わ
り
ほ
っ
と
し
て
い
た

数
日
後
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
被
害
発
見

周
り
の
田
ん
ぼ
は
眩
し
い
程
の
緑
が
広
が
る
の
に

我わ
が

家
の
田
ん
ぼ
は
ま
ば
ら
な
苗
が
ひ
と
目
で
分
か
る

駆
除
や
植
継
ぎ
を
急
ぐ

そ
ん
な
中
通
り
が
か
り
の
人
が
声
を
か
け
て
下
さ
る

駆
除
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
人

苗
は
い
つ
で
も
言
っ
て
と
苗
箱
を
置
い
て
い
く
人

何
か
と
訪
れ
る
ピ
ン
チ
に
い
つ
も
周
り
の
人
に

助
け
ら
れ
て
い
る

日
々
感
謝
で
あ
る
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新しい法律ができた
講談社 編

（講談社）

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（8月） 時　間

さくら苑 6日（水）、20日
（水） 14：50～15：15

Aコープかくとう店→加久藤地区体
育館

7日（木）、21日
（木） 15：25～16：30

飯野地区コミュニティセンター 8日（金）、22日
（金） 14：50～15：15

真幸地区体育館 13日（水）、27日
（水） 15：25～15：50

飯野出張所→自衛隊官舎 15日（金）、29日
（金） 15：25～16：30
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■ロバストラップを作って認知症を知ろう
夏休み特別企画！ロバのストラップを作って認知症につ
いて考えてみよう。自由研究にも役立ちます。
●開催日＝8月8日（金）
●時間＝午後1時30分～午後3時
●場所＝文化センター 2階 美術工芸実習室

どろぼうジャンボリ
阿部結 作

（ほるぷ出版）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見ることができます。

■大人向け上映会
大人向けの上映会を開催します。大人の皆さんが楽しめ
る映画を選びました！参加は無料です。お気軽にご参加
ください。
●開催日＝8月16日（土）
●時間＝午後1時30分～
●場所＝図書館 学習室
●内容＝「紙屋悦子の青春」（1時間23分）
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高速道路に乗る前にチェック！
　高速道路に乗る際は、安全のため事前に次のことを確
認しましょう。
■高速道路に乗る前のチェックリスト

・タイヤの空気圧は適正な圧が保たれているか
・燃料が十分な量入っているか
・三角停止板を携行しているか
・後部座席に乗車した場合、シートベルトを着用してい
るか
■高速道路でのもしものために
西日本高速道路パトロール九州株式会
社公式YouTubeチャンネルで、故障へ
の備えや故障した場合の対応方法を紹
介しています。右のQRコードから確認
できます。
※高速道路で異常を発見、または遭遇したら、道路緊急
ダイヤル（☎＃9910）に通報してください。
問道路緊急ダイヤル（高速道路での異常発見・遭遇の際）
☎＃9910
問 西日本高速道路パトロール九州株式会社 えびの交通
管理隊
☎35-2477

農作業安全・熱中症対策に努めま
しょう

　例年、農作業による事故が発生し、死亡事故も発生し
ています。未然に防ぐためにも、次の安全対策について
見直しましょう。特に、乗用型トラクターの転落・転倒に
よる死亡事故が全国的にも多くなっています。事故を防
ぐためにも、シートベルトの装着を必ず行いましょう。
　また、7月・8月は猛暑が続き、9月も厳しい残暑が続く
と予想されています。気温の予報や熱中症警戒アラート
等に注意して、適切な熱中症予防の行動を取るようお願
いします。
■農作業安全対策の例

・シートベルトやヘルメットを着用する
・農業機械の日常点検を見直す
・一般道路を走行する際の交通安全に気を付ける

・トラクターの安全フレームや安全キャブを着用する
・労災保険に加入する
・農業機械用後部反射マーク（通称：低速車マーク）を活
用する
■熱中症対策の例

・暑熱順化（ウォーキングやストレッチ、お風呂など）で
暑さになれる

・作業を始める直前に体を冷やす
・小まめな水分補給と休息をとる
・単独作業は避け、複数名で作業を行う
・時間を決めて連絡を取り合う
・MAFFアプリ（農林水産省から農林漁業者向けの役立つ
情報が届くスマホ用アプリ）を入手し、熱中症警戒アラー
ト等の情報を活用する

【熱中症になったときの応急処置】
・涼しい環境に避難する
・衣服をゆるめ、体を急速冷却する
・水分と塩分を補給する
※応急処置をしても症状が改善しない場合は、医療機関
を受診してください。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

市農村女性のつどいの会員を募集し
ています

　市農村女性のつどいでは、会員を募集しています。同
会は、市内で農業に携わっている女性12人で活動し、市
内の農産物を使った料理教室などを通じて、会員同士の
交流を深めています。
　活動として、定例会（ 2カ月に1回程度）や勉強会、視
察研修を開催しています。また、親子の米粉料理教室や
田の神さぁの里産業文化祭での米粉おやつの振る舞いな
ど、米粉の普及活動を行っています。
　年齢は問いません。就農している人や少しでも農業に
興味・関心のある人は、ぜひ、入会を検討してみてくださ
い。
申・問市畜産農政課 農政企画係
☎35-3744（課直通）
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児童扶養手当「現況届」の手続きを
お願いします

　児童扶養手当は、父母の離婚や亡くなるなどの理由で、
父、または母と生計を同じくしていない児童を監護・養育し
ている人に対し、児童の健やかな成長や生活の支援を図る
ために支給されます。
　すでに児童扶養手当を受給している人は、毎年8月に世
帯の状況や所得の状況などを確認する「現況届」の提出が
必要です。未提出の場合、11月以降の手当が受給できなく
なりますので、必ず提出してください。

【日時および場所】
期日 時間 場所

8 月 13 日（水） 午前 9 時～午後 4 時 真幸地区コミュニティ
センター（真幸出張所）

8 月 14 日（木） 午前 9 時～午後 5 時 飯野地区
コミュニティセンター

8 月 15 日（金） 午前 8 時 30 分～
午後 7 時

市役所本庁 1 階
1-1 会議室

※上記期日で都合がつかない場合、8月1日から8月31日ま
での期間（土・日、祝日、上記期日を除く）に、市こども課で
手続きを行ってください。
※仕事等で午後5時以降の受け付けを希望する人は、8月
15日（金）に手続きを行ってください。
申・問市こども課 こども相談係
☎35-3739（直通）

携帯電話臨時ショップを開設します
　市と株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、ソフトバン
ク株式会社の携帯電話事業者3社は、えびの市内におけ
る携帯電話サービスのサポートなどを確保するために、
携帯電話臨時ショップを開設しています。

【開設日】
携帯電話事業者 日程 担当ショップ・連絡先

ドコモの日 8 月 25 日（月）
　　26 日（火）

ドコモショップ
小林駅前店
☎ 24-5252

※予約ができます。各担当ショップに電話でお申し込み
ください。

【場所】えびの駅

【開設時間】午前10時～午後4時
【サービス内容】携帯電話の機種・契約変更や新規契約、

乗り換え、機器操作に伴う相談など
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

河川改修に伴う建設発生土の無償
受け入れ候補地を公募します

　国土交通省川内川河川事務所では、河川改修工事等に
伴う建設発生土を受け入れる候補地を公募します。

【公募対象】法人・個人は問いません
【受入条件】①候補地はえびの市内の土地であること

②建設発生土の費用は無償 ※受け入れ地の測量および
支障木の伐採は受け入れ者の負担
③受け入れ土量は原則として5,000㎥以上
④大型ダンプトラック（ 10トン車）での直接搬入が可能
な場所であること
⑤建設発生土の運搬および敷きならしのみ実施 ※転圧・
締固めは行いません
⑥盛土規制法の許可対象となる規模の場合は県に届け出
が必要
⑦関連法令の許可を受け入れ者で申請し取得する必要あ
り（農地法・林地法等の許可の取得）
⑧土質の指定はできません
⑨受け入れ地の雨水処理施設（側溝・地下排水溝等）を受
け入れ者の負担で設置する必要あり
※その他疑義が生じる場合は協議をお願いします。

【申込方法】申込用紙に必要事項を記入の上、市建設課維
持係に直接提出してください。

【決定方法】申込場所や諸条件を考慮し、川内川河川事務
所と協議の上、決定します。
申市建設課 維持係
☎35-3724（課直通）
問国土交通省 川内川河川事務所 京町出張所
☎0996-22-3809

ご 利 用ください「えび の市住 宅リ
フォーム促進事業補助金」

　市では、令和7年度えびの市住宅リフォーム促進事業
補助金（後期分）の申請受付を開始します。
　後期予算額に達した時点で受け付け終了となります。
ご了承ください。

【受付開始日】9月1日（月）
【補助対象者】次の全てに該当する人
・市内に居住し、住民基本台帳に記録されている者であっ
て、補助対象住宅の所有者（配偶者または一親等の血族
もしくは姻族を含む）

・申請者および同一世帯員が市税等を滞納していない
【補助対象住宅】補助対象者の居住の用に供している市

内に存する住宅
※事務所、または賃貸住宅等の併用住宅は、補助対象者
が居住する部分に限ります。

【補助対象工事】
・市内に主たる事務所を有する法人、または市内に住所
を有する個人事業者である施工業者を利用して実施する
住宅の工事

・当該工事に要する費用が20万円以上の工事
・補助金の交付決定後、原則3カ月以内に着手できる工事
※市の他の制度による助成を受けていない部分に限りま
す。
※補助金の交付決定通知前に着手した工事は、対象外と
なります。
※3カ月以内に着工を行っていない場合は、交付決定を
取り消す場合があります。

【補助金額】補助対象工事に要する経費の20％の額（上
限15万円）

【申請方法】申請書類を市観光商工課商工係に提出して
ください。

【申請書類】
①申請書、事業計画書、収支予算書
②見積書（施工業者からの見積書）の写し
③所有者が申請者と異なる場合は、所有者と申請者の続
柄が証明できる書類
④所有者が死亡している場合は、相続人全員の同意がわ
かる書類
⑤土地家屋名寄帳の写し

⑥工事を行う住宅の現況および工事施工予定箇所の写真
⑦工事箇所の平面図
※①は、市ホームページからダウンロードするか、市観
光商工課で取得してください。

【その他】
・この補助金の利用は、同一住宅につき1回限りとなりま
す。

・中古物件を購入しリフォームする人は、前所有者が当
事業を既に利用している場合があります。補助対象にな
るかを事前にご相談ください。

・申請後、市が納税状況について調査します。滞納がある
場合は補助金の交付ができません。事前に納税状況を確
認し、申請をお願いします。
申・問市観光商工課 商工係
☎35-3728（直通）

「里親制度」説明会＆相談会を開催
します

　さまざまな事情により家庭で暮らすことができない子
どもたちを、自分の家に受け入れ、家庭ならではの雰囲
気の中で、愛情とまごころを込めて育てるのが「里親制
度」です。この制度をより深く知ってもらうために、説
明会と相談会を実施します。
　里親制度に関心のある人や子どものために何かしたい
と考えている人など、どなたでも参加できます。

【開催日】8月9日（土）
【時間】午前10時～正午
【場所】未来創造ステーション セミナー室2（都城市中町

16街区15号）
【内容】里親制度の説明、啓発DVD視聴、相談会（希望者

のみ）
【申込方法】里親支援センターみやざきに電話、または

ファクス、電子メールでお申し込みください。
【参加費】無料
申・問里親支援センターみやざき
☎0985-20-1220/FAX 0985-20-1220
Eメール satooya@kodomo-bunka.org
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会」会員として、ボランティア保険に加入し、地域の百歳体
操を支える活動を行います。また、サポーター活動に役立
つ情報交換や自らの健康保持に役立つ研修会に参加する
ことになります。

【時間】［8月19日］午前9時～正午（受付：午前8時50分～）
［ 8月26日、9月2日、9日］午前9時10分～正午（受付：午前8

時50分～）
【場所】えびの市社会福祉協議会 2階 集会室
【参加費】無料
【持ってくるもの】マスク、靴、飲み物、運動できる服装
【申込方法】市介護保険課地域包括支援センターに電話で

お申し込みください。
【申込期限】8月18日（月）
申・問市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

「えびの市認知症サポーターステッ
プアップ講座」を開催します

　市では、認知症の人が住み慣れた場所で自分らしく生
活していくために、さまざまな認知症施策や支援体制づ
くり（チームオレンジ）を推進しています。その一環と
して「えびの市認知症サポーターステップアップ講座」
を開催します。
　今回は、認知症の当事者同士による支援活動「認知症
ピアサポート」についての講演です。認知症ピアサポー
トとは、同じような悩みや経験を持つ人同士が支え合い、
分かち合うことで、認知症の人や家族の心理的負担の軽
減が期待できるといわれている支援活動です。
　また、認知症当事者を交えたトークセッションも行い
ます。「認知症になっても自分らしく生きるとはどうい
うことか？」、将来の自分や家族のためにも、認知症の人
の言葉や思いを聴き、認知症について考えるきっかけに
しませんか。ぜひ、お気軽にご参加ください。

【開催日】8月21日（木）
【時間】午後1時30分～午後3時30分 ［受付］午後1時～
【場所】市文化センター ホール
【対象】地域住民、認知症に関心のある人、医療・介護に

従事している人
【内容】［ 1部］講演「認知症になっても自分らしく生きる

とは？～同じような悩みや経験を持つ本人同士が支え合

うピアサポート～」 
［2部］認知症当事者を交えたトークセッション
【講師】宮崎県若年性認知症支援コーディネーター 増田

登賜隆氏
【参加費】無料
問市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

令和7年度被爆二世健康診断調査
事業を実施します

　宮崎県では、「令和7年度被爆二世健康診断調査事業」
を実施します。健診受診希望者はお申し込みください。

【対象者】両親のどちらかが被爆者健康手帳を所持し、原
爆投下後に生まれた人 ※胎児被爆者は除く

【健診期間】9月中旬～令和8年3月10日（予定）
※日程の詳細は、後日受診希望者に通知します。

【受診料】無料
【実施機関】県立宮崎病院・県立日南病院・串間市民病院・

都城健康サービスセンター・園田病院・国立病院機構宮
崎病院・済生会日向病院・県立延岡病院・高千穂町国民健
康保険病院・宮崎生協病院
※実施機関は、後日受診希望者に通知します（実施機関
は基本的に本人の希望を優先します。）。

【申込方法】申込書、または任意の様式に次の情報を記入
し、封筒に入れて郵送してください。

［本人情報］氏名・フリガナ・性別・生年月日・住所・電話番
号・過去の受診歴（年度および受診結果を記入）・受診希
望実施医療機関名・多発性骨髄腫検査の希望の有無（県
立日南病院と園田病院ではできません）

［親の情報］氏名・フリガナ・住所・電話番号・被爆者健康
手帳の番号
※申込書は、宮崎県ホームページ（ https://www.pref.
miyazaki.lg.jp/ ）からダウンロードできます。

【申込先】宮崎県福祉保健部 健康増進課 健康づくり・歯
科保健担当
〒880-8501 宮崎市橘通東2丁目10番1号

【申込期間】7月30日（水）～ 8月29日（金） ※必着
申・問宮崎県福祉保健部 健康増進課 健康づくり・歯科保
健担当
☎0985-26-7078

第1回生産調整（転作）現地確認調
査を実施します

　生産調整（転作）現地確認調査を次の日程で実施しま
す。自治会長・現地調査協力員は、調査当日に現地の案内
をお願いします。現地調査がスムーズに進行できるよう、
対象者は調査の前日までに必ず転作田に立て札を立てて
おいてください。
　今回は、転作を計画しているWCS用稲・わら専用稲を
除くすべてのほ場が対象となります。
※立て札がない場合は、確認ができず未作付となる場合
があります。ご注意ください。

【飯野・上江地区】
日程 集合時間 対象地区

8 月 1 日
（金）

午前 9 時
五日市、苧畑、中上江、大明司、
西上江、杉水流

午後 1 時 30 分
池島、上大河平、下大河平、末永、
田代、今西、麓（飯野）、上上江

8 月 4 日
（月）

午前 9 時
白鳥、前田、坂元、堀浦、南原田、
東原田

午後 1 時 30 分 出水、中原田、山内

【加久藤地区】
日程 集合時間 対象地区

8 月 4 日
（月）

午後 1 時 30 分
灰塚、前松原、西郷、榎田、牧の
原

8 月 6 日
（水）

午前 9 時
西長江浦上、西長江浦下、中島、
東長江浦上、永山、栗下

午後 1 時 30 分
松原、東川北、大溝原、東長江浦下、
麓（加久藤）

【真幸地区】
日程 集合時間 対象地区

8 月 7 日
（木）

午後 1 時 30 分 亀沢、北岡松、下浦

8 月 8 日
（金）

午前 9 時
上島内、南昌明寺、下島内、西内竪、
上浦、京町、南岡松

午後 1 時 30 分
東内竪、北昌明寺、柳水流、水流、
中内竪、中浦、西川北

※上向江・町・上原田・尾八重野・駅前・（旧）溝ノ口の現地
確認調査は農業再生協議会が行います。
※現地調査終了後も再度現地確認を行う可能性がありま
す。収穫まで立て札は立て続けてください。

※立て札を紛失した場合は、立て札をお渡しします。市
畜産農政課にお越しください。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

「はつらつサポーター養成講座」に
参加しませんか

　市では、市が行う介護予防事業や地域で行われる百
歳体操のお手伝い役となるボランティア「はつらつサポー
ター」の養成講座を開催します。健康寿命を延ばせるよう
に、体を動かすこと・かむこと・食べることについて知識を深
め、脳いきいきのレクリエーションを行うことの楽しさを体
験できる講座です。ぜひ、ご参加ください。

【日程等】（全4回）
期日 内容 講師

8 月 19 日
（火）

開講式、包括支援センターの役
割と仕事内容紹介、講座の目的
と進め方、自己紹介
講話「口

こ う く う

腔機能を向上させま
しょう」
実技：百歳体操

保健師
歯科衛生士
看護師

8 月 26 日
（火）

講話「筋力を鍛える意義と百歳
体操について」
市内の百歳体操紹介
レク：脳いきいき紹介
かみかみ体操・しゃきしゃき体
操
サポーター活動の実際
実技：百歳体操

保健師
先輩サポーター
看護師

9 月 2 日
（火）

講話「食べることを大切にしま
しょう」－介護予防の基本は食
べること－
レク：脳いきいき紹介
権利擁護について
実技：百歳体操（熊本バージョ
ン）

栄養士
看護師
社会福祉士

9 月 9 日
（火）

講話「認知機能の低下を予防し
ましょう」
実技：百歳体操
レク：活動紹介
講話「ボランティア活動とは」
閉講式（認定証授与）

認知症地域支援推
進員
看護師
先輩サポーター
市社会福祉協議会
ボランティア育成
担当

※全4講座中、3講座以上受講すると「はつらつサポーター」
として認定されます。その後は、「はつらつサポーター連絡



活用する場合は、必ず森林経営計画の認定申請を行って
ください。
■森林の土地所有者になった場合

【対象】宮崎県が作成する地域森林計画の対象となって
いる森林

【提出期限】所有者となった日から90日以内
【提出書類】森林の土地の所有者届出書
【添付書類】登記事項証明書（写し可）、または土地売買

契約書など
※提出書類は、市ホームページからダウンロードするか、
市農林整備課林務係で取得してください。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

権利擁護無料相談会と後見人等の
集いを開催します

　にしもろ地区権利擁護推進センターつなごでは、権利
擁護に関する無料相談会を実施します。これは、「身寄り
がなく将来が心配」、「財産管理で困りごとがある」、「福
祉サービスの利用の仕方がわからない」など、認知症や
障がいがあり判断能力が低下している人、その家族、医
療・福祉施設関係者のために実施しているものです。
　また、相談会に合わせて、後見人等の集いも実施しま
す。後見人等をしている人の悩みや、家庭裁判所への提
出書類の作成方法に関する相談なども受け付けます。

【開催日】8月8日（金）、11月7日（金）、令和8年2月6日（金）
【時間】午後1時30分～午後3時30分
【場所】えびの市社会福祉協議会（総合福祉センター）
【費用】無料
【相談員】弁護士、司法書士、社会福祉士など
【その他】
・原則予約が必要です（当日でも相談は可能です。）。
・秘密は厳守します。相談内容が外部に漏れることはあ
りません。
申・問にしもろ地区権利擁護推進センターつなご
☎27-3358

日本文化で楽しく国際交流
　市国際交流センターでは、外国人の皆さんと一緒に初
歩的な茶道の所作などを学びながら、日本文化を楽しむ
交流会を開催します。子どもから大人まで、どなたでも
ご参加ください。

【開催日】8月23日（土）
【時間】午前10時～正午
【場所】市国際交流センター 和室
【講師】茶道裏千家淡交会
【参加費】［大人］200円 ［高校生以下］100円
【申込方法】市国際交流センターに電話で、住所・氏名・電

話番号をお知らせください。中学生以下は保護者が申し
込みを行ってください。

【申込期限】8月8日（金）
申・問市国際交流センター
☎35-3211

戸籍に記載する予定の振り仮名の
通知が届きます

　5月26日に改正戸籍法が施行され、戸籍の記載事項に
氏名の振り仮名が追加されます。本籍地の市区町村長か
ら、戸籍に記載される予定の振り仮名が通知されます。
誤りがないか必ず確認してください。
　えびの市が本籍地の人への通知は、7月に発送します。
　通知の振り仮名が正しいときは、届け出をしなくても
通知のとおり戸籍に記載されますのでご安心ください。
振り仮名が誤っていた場合は、令和8年5月25日までに、
マイナポータル・市区町村窓口・郵送のいずれかの方法で
氏名の振り仮名の届け出をお願いします。
　振り仮名の届け出に手数料はかかりません。また、届
け出をしなくても、罰則や罰金はありませんので、金銭
を支払うようにといった詐欺にご注意ください。
　詳しくは、法務省ホームページ（ https://www.moj.
go.jp/ ）をご参照ください。
問市民環境課 市民・年金係
☎35-1117（直通）

海上保安官を募集します
■海上保安大学校学生（令和8年4月採用）

【受付期間】8月21日（木）～ 9月8日（月） ※インターネッ
ト受け付け

【試験日】［第1次試験］10月25日（土）・26日（日）
［第2次試験］12月12日（金）
［合格発表］令和8年1月15日（木）
【対象者】①令和7年4月1日時点で高等学校または中等教

育学校を卒業した日の翌日から起算して2年を経過して
いない者および令和8年3月までに高等学校または中等
教育学校を卒業する見込みの者
②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者
　詳しくは、人事院ホームページ「国家公務員試験採用
情報NAVI 」（ https://www.jinji.go.jp/saiyo.html ）を確認
するか、第十管区海上保安本部総務部人事課にお問い合
わせください。
問第十管区海上保安本部 総務部 人事課
☎099-250-9800

西諸広域行政事務組合職員採用試
験

　西諸広域行政事務組合では、職員採用試験を次のとお
り行います。

【試験区分】

消防吏員 A
平成 12 年 4 月 2 日から平成 16 年 4 月 1 日ま
でに生まれた人 ※ 1 次試験は大学卒業程度で
実施

消防吏員 B
平成 16 年 4 月 2 日から平成 20 年 4 月 1 日ま
でに生まれた人 ※ 1 次試験は高校卒業程度で
実施

※いずれも性別、学歴は問いませんが、身体条件・住所要
件などがあります。

【採用予定人数】若干名
【受付期間】7月28日（月）～ 8月15日（金） ※土・日、祝

日を除く
【受付時間】午前8時15分～午後5時
【申込方法】西諸広域行政事務組合事務局（災害支援拠点

施設2階）に直接、または郵送でお申し込みください。
※郵送の場合は「簡易書留」で8月15日（金）までの消印

有効
【受験申込書の交付】西諸広域行政事務組合ホームペー

ジ（ http://www.nishimoro.jp/ ）からダウンロードでき
ます。直接の交付を希望する場合は、西諸広域行政事務
組合事務局（災害支援拠点施設2階）で交付します。※郵
送による請求はできません。
■1次試験

【試験日】9月21日（日）
【受付時間】午前8時15分～午前8時45分
【試験時間】午前9時～午後0時30分
【場所】西諸広域行政事務組合（災害支援拠点施設3階）
【試験科目】教養試験、適性検査

■2次試験
【試験日】10月中旬（予定）
【試験科目】作文試験、個別面接試験、体力試験
申・問西諸広域行政事務組合事務局
☎22-5526

森林を伐採する人・森林所有者にな
る人は「届出書」の提出を忘れずに

　森林を伐採する場合や森林所有者になった場合には、
必ず届出書の提出が必要です。
■森林を伐採する場合

【対象】宮崎県が作成する地域森林計画の対象となって
いる森林
※保安林は、宮崎県に届け出をしてください。

【提出期限】伐採する日の30日以上90日前まで
【提出書類】伐採および伐採後の造林の届出書、隣接者

との境界確認書、伐採する場所の字図等、本人確認書類、
山林や立木の所有を確認できる書類、その他必要に応じ
た書類
※森林以外の用途（畑など）に使用するために伐採をす
る際、1ヘクタールを超えるときは、森林法に基づき林
地開発の許可申請が必要です。なお、太陽光発電施設を
整備する場合は0.5ヘクタール以上からとなります。
※森林の整備には、宮崎県や市の補助金の対象となる事
業があります。森林環境の保全や森林の有する多面的な
機能の維持・増進を図ることを目的に、自分の山を整備
した場合や整備を委託した場合は、整備費の自己負担を
軽減するため、補助金が交付されています。補助事業を
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霧島演習場で採草する人へ
　霧島演習場で採草をする人は、立ち入る前に必ず霧島
演習場管理班事務所で訓練状況等をご確認ください。
　霧島演習場内に立ち入る際は、安全確保のため、必ず
同事務所に立ち寄って、受付名簿に記入してください。
問えびの駐屯地 業務隊管理科 霧島演習場管理班事務所
☎33-3904（内線 228）

山神トンネル受難碑参拝ツアーに参
加しませんか

　えびのガイドクラブでは、山神トンネル受難碑と飛行
機谷慰霊碑参拝ツアーを実施します。
　多くの復員軍人が亡くなった山神トンネル受難の碑に
参拝し、平和を祈りませんか。今回は、えびの地震につ
いての話もあります。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】8月24日（日） ※小雨決行、荒天中止
【時間】午前9時～午後0時10分
【集合場所】山神トンネル入口案内看板
【行程】山神トンネル入口案内看板→山神トンネル受難

碑参拝→山神トンネル入口案内看板→真幸駅→京町温泉
駅観光交流センター→えびの地震記念碑
※山神トンネル入口案内看板までは、徒歩の往復です。
※移動は、各自の自家用車でお願いします。

【定員】20人
【参加費】1,500円（保険代、資料代、ガイド代） 
【持ってくるもの】飲み物、歩きやすい服装や靴、帽子な

ど、各自必要なもの
【申込方法】えびのガイドクラブ（京町温泉駅観光交流セ

ンター内）に電話でお申し込みください。
【申込期限】8月22日（金）
【その他】・熱中症対策は、各自で準備・対応（飲み物持参

など）をお願いします。
・徒歩で片道30分程度歩きます。山道も10分程度上りま
すので、足に不安がある人はご遠慮ください。
申・問えびのガイドクラブ（京町温泉駅観光交流センター
内）
☎37-2663

8月・9月は事業承継重点推進月間で
す

　宮崎県では、事業承継・引継ぎ支援センターを中心に、
国や県、市町村、商工団体、金融機関、士業団体等の101
の支援機関で、事業承継支援のネットワークをつくって
います。令和7年度から事業承継推進月間を設け、集中し
てセミナーや相談会を開催します。
　円滑な事業承継には、準備から完了まで5年から10年
かかるのが一般的です。少しでも早く計画的に取り組む
ことが成功のポイントです。
　セミナーでは、「事業承継とは？」から引き継ぎのため
の事前準備について話を聞くことができます。また、併
せて専門相談員が対応する相談会も開催します。この機
会に、ぜひ、ご相談ください。
※相談は無料です。秘密は厳守します。

【開催日】8月22日（金）
【時間】［セミナー］午後1時～午後3時30分
［相談会］午後3時30分～午後5時（予約制）
【場所】えびの市商工会館（えびの市大字大明司1447-

14）※市民図書館北側の新しい商工会館に移転していま
す。

【申込期限】8月18日（月）
【申込方法】チラシ下部の参加申し込み内容を記載の上、

えびの市商工会に直接、または郵送、ファクスで提出し
てください。チラシは、市ホームページからダウンロー
ドするか、市観光商工課、えびの市商工会、えびの市起
業支援センター、飯野出張所、真幸出張所で取得できま
す。
申・問えびの市商工会
☎35-1544/FAX 35-2644
問宮崎県事業承継・引継ぎ支援センター（担当：宇都）
☎090-4480-6518

「夏休み親子アップサイクル講演と
ワークショップ」参加者募集

　えびの市観光協会では、「夏休み親子アップサイクル
講演とワークショップ」の参加者を募集します。
　「アップサイクル」とは、本来であれば捨てられるはず
の廃棄物に、デザインやアイデアといった新たな付加価
値を持たせることで、別の新しい製品に生まれ変わらせ
ることです。クリエイティブ・リユース（創造的再利用）
ともいわれています。
　前半は、古紙を新しい紙にする取り組みを行っている
KAMIKURU（カミクル）の事例から分かりやすく解説し
ます。後半は、再生紙を活用したペーパークラフトのワー
クショップで作品を制作します。夏休みの体験として学
びながら楽しめる講座になっています。ぜひ、ご参加く
ださい。

【開催日】8月23日（土）
【時間】午前10時～午前11時30分
【場所】市文化センター 2階 大研修室
【内容】

①講演「紙から考えるSDGｓ－アップサイクル－」
［講師］KAMIKURU 髙田健二氏（エプソン販売株式会社）

②再生紙によるペーパークラフト制作体験
※小学4年生から大人まで楽しめます。制作は塗り絵か
ら難易度が高いもの（例：恐竜やプラネタリウム）まで用
意します。

【定員】50人
【対象】小学4年生以上 ※中学生以下は保護者同伴
【参加費】無料
【持参するもの】はさみ、のり、クレヨン・色鉛筆（塗り絵）
【申込方法】申し込みフォーム（https://

ws.formzu.net/fgen/S401945858/ ）か
ら申し込むか、えびの市観光協会に電
話、または電子メールでお申し込みく
ださい。

【申込期限】8月13日（水） ※定員になり次第締め切りま
す。
申・問えびの市観光協会
☎35-3838
Eメール info@ebino-kankou.com

ハチの駆除は駆除業者に依頼しま
しょう

　これから秋にかけて、スズメバチやアシナガバチなど
が活発に活動するようになります。庭木の剪

せ ん て い

定などを行
い、巣がないか定期的に確認しましょう。巣に気付いた
ら、ハチを刺激しないように注意してください。ハチに
刺されると命を落とすこともあります。
　ハチの駆除が必要な場合は、巣のある場所の所有者（管
理者）から駆除業者へ依頼をしてください。
※市ではハチ（ハチの巣）の駆除は行っていません。
※駆除費用は、ハチの種類、ハチの巣の状況や大きさに
より異なります。直接、駆除業者にお問い合わせください。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

「えびの学2025」を開講します
　市歴史民俗資料館では、「えびの学2025」を開講しま
す。国の重要文化財や戦国武将など、えびの市の歴史を
学んでみませんか。ぜひ、ご参加ください。

【開催日等】
開催日 内容

第 1 回 9 月 7 日（日） 用水路編
第 2 回 9 月 21 日（日） 田の神さぁ編
第 3 回 10 月 5 日（日） 地層編
第 4 回 11 月 9 日（日） 古代編
第 5 回 令和 8 年 2 月 8 日（日） 木崎原合戦編

※内容が一部変更になる場合があります。
【時間】午前9時～正午
【集合場所】市歴史民俗資料館 ※バスによる市内見学等

を行います。
【定員】15人 ※定員になり次第締め切ります。
【申込方法】市歴史民俗資料館に電話でお申し込みくだ

さい。※諸事情により延期、または中止する場合があり
ます。ご了承ください。

【申込期限】8月31日（日）
申・問市歴史民俗資料館
☎35-3144
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【場所】足湯の駅えびの高原、えびの高原一帯
【内容】わくわく木こり体験、絵本の読み聞かせ、えびの

高原ミニガイドツアー、ペットボトルキャップでマグ
ネット作り、応急手当・AED体験学習、えびの高原まるご
とミュージアムクイズラリー、電動自転車試乗体験
　詳細は、えびの市観光協会ホームページ（ https://
ebino-kankou.com/ ）、またはFacebook、インスタグラ
ムをご覧ください。
※新燃岳、硫黄山の噴火状況によっては、イベントの中
止や内容変更の可能性があります。
問えびの市観光協会
☎35-3838

心に響く風景写真を募集しています
えびの「よかとこ！」フォトコンテスト

　えびの市観光協会では、写真を通してえびの市の魅力
を広く発信する機会をつくり、今後の観光客誘致につな
げるため、えびの「よかとこ！」フォトコンテストを開
催しています。
　四季折々の風景や歴史を物語る文化財、美しい食、温
泉など、心に響くえびの市の風景写真を募集しています。
　皆さんのとっておきの1枚をお待ちしています。

【申込期限】10月31日（金）必着
【応募資格】プロ、アマ、年齢問わず、日本国内に居住す

る者 ※未成年者は保護者の同意を得た上でご応募くだ
さい。

【申込方法】えびの市観光協会事務局に応募作品を直接、
または郵送してください。※応募の前に必ず募集要項
をご確認の上、応募してください。募集要項は、えびの
市観光協会ホームページ（ https://ebino-kankou.com/ ）、
または公式Facebook、インスタグラムでご確認ください。

【結果発表】11月初旬頃 ※入賞者に通知予定。えびの市
観光協会公式Facebook、Instagramでも発表します。

【賞品等】［最優秀賞1点］賞品2万円相当、［優秀賞2点］賞
品1万円相当、［入選5点］賞品5,000円相当、［佳作5点］賞
品2,000円相当、［参加賞若干名］田の神さあ商品券1,000
円 ※参加賞の当選発表は、賞品の発送をもってお知らせ
します。
申・問えびの市観光協会
☎35-3838

自治会活動功労者表彰式及びまち
づくり実践報告会を開催します

　市とえびの市自治会連合会の共催で、「自治会活動功労
者表彰式及びまちづくり実践報告会」を開催します。これ
は、自治活動に顕著な業績を有した人を表彰することと、
地域リーダーの育成や、幅広い視野でまちづくりのノウハ
ウを学ぶことを目的に実施するものです。ぜひ、ご来場くだ
さい。

【開催日】8月2日（土）
【時間】午前9時30分～午前11時30分
【場所】市文化センター ホール
【入場料】無料
【内容】自治会活動功労者表彰（ 1人）、令和6年度ぷらいど

21市民団体活動助成金活用団体活動報告（4団体）
【報告団体】①Yaddo（ヤッド）、②ライトえびの、③Asuboya
（あすぼや）、④えびのRIVIVE
問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（直通）

越 境した 木 や草 の 伐 採 に関 する
ルールを守りましょう

　隣の土地から境界を越えて木の枝などが伸びてきた場
合、木の所有者に枝を伐採させることが大原則ですが、
次のいずれかの場合には、民法により枝を自ら切り取る
ことが認められます。

【切除することができる条件】
①竹木の所有者に越境した枝を切除するよう催告した
が、竹木の所有者が相当の期間内（ 2週間程度）に切除し
ないとき（竹木には雑草も含まれます）
②竹木の所有者を知ることができない、またはその所在
を知ることができないとき
③急迫の事情があるとき
　越境した枝の切り取りを考えた場合は、トラブルを避
けるために事前に弁護士などに相談することをお勧めし
ます。
　良好なご近所付き合いを維持するためにも、庭木の手
入れは小まめに行ってください。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

「なつかしのおもちゃ展」を開催しま
す

　市歴史民俗資料館では、「なつかしのおもちゃ展」を開
催します。昔懐かしいおもちゃを展示します。一部のお
もちゃは実際に遊べます。ぜひ、ご来館ください。

【開催日】8月24日（日）まで
【時間】午前9時～午後6時（火曜～土曜）

午前9時～午後5時（日曜、祝日）
【場所】市歴史民俗資料館 展示ホール
【休館日】7月28日（月）、8月4日（月）、12日（火）、18日（月）
問市歴史民俗資料館
☎35-3144

「クラフトバンド教室」に参加しませ
んか

　市では、生涯学習の一環として、「クラフトバンド教室」
を開催します。
　クラフトバンドとは、紙製のひもでかごなどを編む手
芸です。今回は花と花器を作ります。暑さに負けない花
を作って飾ってみませんか。

【開催日】①8月24日（日）、31日（日） ※全2回
②9月7日（日）、14日（日） ※全2回

【時間】午後1時～午後4時
【場所】①飯野地区コミュニティセンター

②真幸地区コミュニティセンター
【講師】平野祥吾氏
【定員】各回10人程度 ※先着順
【材料費】800円（初回のみ）
【準備するもの】はさみ、木工用ボンド、洗濯ばさみ、マ

スキングテープ
【申込期限】定員になり次第締め切ります。
【申込方法】申し込みフォーム（https://

logoform.jp/form/kUtt/1098260）から
申し込むか、市社会教育課社会教育係
に電話でお申し込みください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

「音浴ヨガ教室」に参加しませんか
　市では、生涯学習の一環として、「音浴ヨガ教室」を開
催します。
　音浴ヨガとは、ヨガと美しい音色のシンギングボウル

（チベット僧が瞑
めいそう

想に入る前、精神を統一し、集中を深め
るために奏でるもので、ヒーリング効果があるといわれ
ています）で、心身を癒やし整えるものです。ぜひ、ご参
加ください。

【開催日】8月21日～ 10月9日（毎週木曜）全8回
【時間】午後7時～午後8時
【場所】飯野地区コミュニティセンター駅前分館（飯野駅

前地区体育館内）
【講師】戎

えびすだに

谷亜希子氏
【定員】15人程度 ※先着順
【参加費】無料
【準備するもの】ヨガマット、バスタオル、フェイスタオ

ル、飲み物、ストレッチができる服装
【申込期限】定員になり次第締め切ります。
【申込方法】申し込みフォーム（https://

logoform.jp/form/kUtt/1081580）から
申し込むか、市社会教育課社会教育係
に電話でお申し込みください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

「山の日霧島えび の高原まるごと
ミュージアム2025」を開催します

　えびの市観光協会では、山の日に合わせて、霧島錦江
湾国立公園えびの高原の足湯の駅えびの高原をメイン
会場に、「山の日霧島えびの高原まるごとミュージアム
2025」を開催します。
　「山となかよく山にありがとう」をテーマに、山と触
れ合うイベントです。絵本の読み聞かせや工作体験など、
大人も子どもも楽しむことができます。標高1200ｍのえ
びの高原で、涼しい夏の1日を過ごしませんか。

【開催日】8月11日（月・祝）
【時間】午前10時～午後3時

広報 広報令和7年7月号 令和7年7月号29 28



人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

ウ ォーキング 教 室 でスロージョギ ング を実 際 に体 験し
てみました が、短 時 間で かなり負荷 がかかり、良い 運

動 になりました 。（ 米 原 ）

上 江 地 区コミュニティセンターに 設 置 され た 川 魚 展 示
水 槽 。大 人 に なってから川 に 行くことも減った ので、

私も自然とふ れ あえるいい 機 会になりました 。（ 中川 ）（令和7年7月1日現在）

■ごみのおはなし

【プラスチック製の品物の処分にご注意ください】

問市美化センター　　　☎33-5782

　次のものは、プラスチックでできた品物ですが、
プラスチック製容器包装ではありません。「燃やせ
るごみ」の袋に入れてください。

大木場 良夫さん
（出水）

堀川 正一さん
（中島）

15,604人 （前月比 -33人）
男性／7,384人（-26人） 　女性／8,220人（-7人）
転入／27人  転出／42人  出生／6人  死亡／24人

7,580世帯 （前月比 -17世帯）

祝！ 100 歳
いつまでもお元気で

6 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

戦没者追悼と平和を願いサイレンを
吹鳴します
 広島原爆投下の8月6日（水）午前8時15分と、長崎原爆

投下の8月9日（土）午前11時2分、終戦の日の8月15日（金）
正午に、戦没者追悼と平和を願い、サイレンを吹鳴します。
　サイレンを合図に黙とうをお願いします。
問市福祉課 地域福祉係
☎35-1115（直通）

8月は「北方領土返還運動全国強調
月間」です

　8月は「北方領土返還運動全国強調月間」です。内閣府
では、関係機関と連携し、国民一人一人、とりわけ次世
代を担う若い世代の関心と理解を深め、すそ野の広い国
民運動が展開されるよう、広報・啓発活動をさらに充実

させていきます。
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

プラスチック製の
植木鉢

バケツなどの日用
品

プラスチック製の
食器など

CD や DVD のケー
ス

ザルなどの料理用
品

プラスチック製の
ハンガー

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
令 和8 年 度 から日章 学 園 九 州
国 際 高 等 学 校 に ホースセラピ
ーコ ース が 開 設 さ れ ることに
伴い、6 月27 日にオープニング
セレモニーが 行われました。

市指定ごみ袋のデザインが変わりま
す

　市指定のごみ袋のうち「プラスチック製容器包装」、「空
き缶・空きびん」、「ペットボトル」のデザインが変更にな
ります。変更後のデザインは、「燃やせるごみ」、「燃やせ
ないごみ」と同じく、四角い自由記入枠が袋の中央寄り
になります。
　購買状況等に応じて順次変更していきます。以前のデ
ザインのものも引き続き使用できます。
問市美化センター
☎33-5782

8月の美化センターの土・日稼働日
　美化センターの土・日稼働日は、8月のみ他の月と異な
りますのでご注意ください。お盆休み期間の平日稼働時
は、通常どおりごみの回収を行います。
　8月の土・日の稼働日は次のとおりです。

【8月の土・日の稼働日】
曜日 稼働日 時間

土曜日 8 月 9 日、16 日、23 日、
30 日 午前 8 時 30 分～正午

日曜日 8 月 3 日 午前 8 時 30 分～正午
午後 1 時～午後 5 時

※持ち込む際は、ごみステーションに出す場合と同様に
指定のごみ袋に入れてください（粗大ごみはそのまま持
ち込んでください。）。
問市美化センター
☎33-5782

放送大学入学生募集
　放送大学では、令和7年度10月入学生を募集していま
す。
　10代から90代の幅広い世代の約8万4千人の学生が、大
学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、さまざまな目
的で学んでいます。BS放送やインターネットでの視聴、
講師から直接受ける授業があります。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、幅
広い分野があり、1科目から学ぶことができます。資料を
無料で配布しています。お気軽にお問い合わせください。

【出願期間】［第1回］8月29日（金）まで ［第2回］9月11日
（木）まで
申・問放送大学 宮崎学習センター
☎0982-53-1893

旧医師住宅跡敷地を売却します
　市では、市有財産の旧医師住宅跡敷地を売却します。希
望する人は、市有財産売却随時募集要領を市財産管理課
管財係で取得、または市ホームページからダウンロードし
てご確認ください。

【件名】市有財産 旧医師住宅跡敷地売却
【物件】土地（えびの市大字原田3215番地2）
【地積】400.75㎡
【売却価格】5,000,000円
【受付期間】8月1日（金）～ 随時
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

固定資産税 第2期
国民健康保険税 第1期
後期高齢者医療保険料 第1期

7月31日（木）までに納めましょう。
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● 8 月の行事予定 ※各行事については、変更になる場合があります。

日付・曜日 行事名・会場・時間
週間・月間行事 なつかしのおもちゃ展（歴史民俗資料館 ～ 8 月 24 日）
8 月 1 日（金）
8 月 2 日（土） 自治会活動功労者表彰式及びまちづくり実践報告会（文化センター ホール 9：30 ～ 11：30）
8 月 3 日（日） 美化センター稼働日（8：30 ～ 17：00）
8 月 4 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

8 月 5 日（火）
母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
外国人のための日本語交流会（国際交流センター 13：00 ～ 15：00）
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

8 月 6 日（水）
人権相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）
行政相談（市役所 1-3・4 会議室 10：00 ～ 12：00）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

8 月 7 日（木）
8 月 8 日（金）
8 月 9 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
8 月 10 日（日）
8 月 11 日（月） 山の日霧島えびの高原まるごとミュージアム 2025（足湯の駅えびの高原・えびの高原一帯 10：00 ～ 15：00）

8 月 12 日（火）
文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
外国人のための日本語交流会（国際交流センター 13：00 ～ 15：00）
アルコール家族教室（小林保健所 13：30 ～ 15：30）
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

8 月 13 日（水） 心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）
8 月 14 日（木）
8 月 15 日（金）
8 月 16 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
8 月 17 日（日） 家庭の日
8 月 18 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

8 月 19 日（火）
道の駅定休日
母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

8 月 20 日（水）
戦没者追悼式（文化センター ホール 10：00 ～ 11：30）
県内一斉消毒の日（畜舎等の消毒を徹底しましょう）
オレンジカフェよかとこ（図書館学習室 9：30 ～ 11：30）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

8 月 21 日（木）
国際理解講座（国際交流センター 10：00 ～ 11：30）
年金移動相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）※要予約 ☎ 0986-23-2571（都城年金事務所）
無料法律相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30）※要予約 ☎ 35-2800（社会福祉協議会）

8 月 22 日（金）

8 月 23 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
日本文化で楽しく国際交流（国際交流センター 10：00 ～ 12：00）

8 月 24 日（日）

8 月 25 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

8 月 26 日（火）
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
外国人のための日本語交流会（国際交流センター 13：00 ～ 15：00）
ひきこもり・こころの健康相談（小林保健所 13：30 ～ 15：30）※要予約 ☎ 23-3118
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）

8 月 27 日（水） 図書館・歴史民俗資料館休館
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

8 月 28 日（木） わかちあいの会［自死遺族のつどい］（小林保健所 13：00 ～ 15：00）
8 月 29 日（金）
8 月 30 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
8 月 31 日（日）

▶

【発行】 えびの市役所　【編集】 企画課情報係　宮崎県えびの市大字栗下1292番地　☎0984‒35‒1111　URL https://www.city.ebino.lg.jp/  

※ QR コードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

市観光商工課公式
インスタグラム

◀

市観光商工課公式
インスタグラム（外国人向け）
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「マチイロ」
マチを好きになるアプリ


